
551。48／．49：550．84／，85（521．27）62

荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告

一関東西部地域調査　第5報一
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Abstract

　　　　An　i点vestigation　of　the　ground　water　resources　in　the　eastem　part　o｛T6ky6，Edogawa

w＆rd　and　Katsushika　ward，was　carried　out　in1957，in　succession　to　thαt　of　the　preceding　year．

　　　　In　this　area，the　ground　water　is　contained　in　diluvial　sediments　amounted　to300～400m

in　thickness，and　the　shallow　water　is　bad，but　the　deep　is　good　in　chemical　character。、

　　　　Judging　from　the　chemical　character，it　distinguishes　the、ground　water　in　this　area　from

that’・ftheprecedlnginvestigati・narea（sh・wn・ntheBulletin・ftheGe・1・gica1Survey・V・L

8，No．10，1957），K6t6and　T6hoku　reg圭ons　o｛T6ky6。The　ground　w＆ter　in　this　region　belongs

to　carbonate　alkali　on　the　key　diagram，but　that　in　the　preceding　area、is　characterized　in

variety　of　carbonate　hardness，　carbonate　alkaliαnd　non－carbonate　alkalL

　　　　Thegromdwaterutilizedforfabricindustryinthisareaisonly75，000cub。mper
day，but　the　land－subsidence　is　intensively　expanded　near　the　right　bank　of　the　Naka　river．

　　　　For　water　conservation，the　ground　water　utilization　should　be　restricted　and　advised　to

keep　the　moderate　p草mping　condition，

要　　旨

　1．　関東西部地域の水調査の一環として，荒川一荒川

放水路と江戸川との中間地帯，すなわち東京都江戸川区

および葛飾区と，一部市川市にわたる地域の工業用水源

にっいて調査を行い，併わせて都北地区の工業用水調査

を補定した。さらに地質調査所月報第8巻第10弓』に報告

した江東・都北の水質分析結果を再検討し，今次の分と

合わせて荒川および江戸川下流一帯の地下水の水質につ

いて総括的なとりまとめを行つた。

　2，荒川放水路～江戸川中間地帯および市川市では江

戸川・中川の表流82，000m3／日のほかに，実測65，000

m3／日余，そのほかの分を合わせて75，000m3／日前後の

地下水が工業用に供せられている。

　3．　ζの地域では特匠洪積層が厚く発達しており・

300m級の深井戸が掘馨きれている。また5，000m3／日級

＊地質部
＊＊技術Σ部

の大量揚水井がある。帯水層は砂層が主であるが，特に

江東・都北地域と相違ある ような著しい特徴はない。

　4．一般に浅層部は2，000～3，000Ω一cm台の低い水

比抵抗を示し，揚水量に射する水頭降下の割合が大きい

場合が少なくない。これに対し深層部，特に200m以深

の部分では，7，000～8，000Ω一cmとい・う高い水比抵抗

を示し，湧出量が大きな良質の帯水層がある。た努しそ

うした深部の地下水は，その水温が21～22。C台になつ

ている。

　5．圧力面の低下は一般に顕著で，粘土質の地層が厚

く発達している中川右岸地区では，’揚水量の増加に伴な

い，地盤沈下が進行しており，地質状態からみても今後

その促進・拡大が予想できる・

　6』　埼玉県草加町附近から南東方に向かう地下水の透

水帯が推定される．この透水帯は都北一江東にかけての

透水帯と別個のもので，おそらく利根川水源に関係のあ

る地下水の有力な流動部と考えられる。今後この供給径

路，供給規模の調査が必要となつた。
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　7。都北地区の補足調査により，前回報告の地下水利

用量はきらに22，560m3メ日増加した。

　そして少なくも新河岸川沿いには地盤沈下が激化して

いる事情が確認された。

　8・水質分析結果を総合すると，荒川放水路を境界と

してその右岸では地下水は内陸部から臨海部に向かつて，

c＆rbonate　hardnes9→・carbonate　a．lkaユi→　noncarbonate

alkaliの順に推移して行く一連の水質変化を示している

のに対して，左岸では水質の地理的変化が乏しく，すべ

てcarbonate　alkaliに属しており，化学成分の組成の

うえからも，荒川水系および利根川水系の2種の異なつ

た地下水系が推定できる。

　9．左右両岸ともにSO42欄が少なく，C1『は浅層部

まりも深層部にむしろ少ない傾向を示している。特匠右

岸江東地区の地下水に，contaminationを与えたと思わ

れる塩水は，ガス水の影響を受けているものと，直接海

水の影響を受けているものとがあることが指摘きれる。

　1α　水源保全の立場から，荒川水系・利根川水系の

2つの地下水系をそれぞれの特徴に応じで取り扱い，対

策をたてることが望ま’しい。特に左岸地区については，

今後急激に地盤沈下の起る可能性のある点を重視し，浅

層部の収水を抑制し，深層部の開発をす、め，賢明な工

場配置を考慮することが必要である。

1．序』　言

　関東構造盆地の東京湾への排水口にあたつている常総

台地と山の手台地との切れ間は，千葉県国府台と東京都

上野公園との間で最も狭まり，その距離12kmとなつて

いる。このなかに挾まれて西から隅田川・荒川放水路・

中川放水路および江戸川の諸水路があるが，・このうち荒

川放水路右岸にあたる江東地区一円は，人家の密集した

市街地を構成し，地盤沈下が進み，地質調査所月報第8

巻第10号に報告レたような水理的環境をもつている。こ

れに対して荒川放水路左岸は，地質的には古利根川の三

角洲であり，現在なお低湿な沖積平野の景観を保つてお

り，工業立地地盤としてはまだ開発の度が低いが，江東

地区に近い中川放水路附近にはすでに地盤沈下が認めら

一
れ ，しかも工場の新設．・拡張が比較的有利に行われる部

分が広い面積を占めているので，近い将来に水保全の適

当な対策を必要とする地域と考えられる。

　こうした観点からこの荒川・江戸川中問地域を関東平

．野西部地域調査の一環としてとりあげ，昭和32年に調

査を行つたのである。

　たまたまこの地域で，荒川水系の地下水と利根川水系

あるいはその他の供給源からくる地下水とが接触，混交

するであろうことを予想していたので，水質に注意し，

先回報告の江東，都北地区の補足調査，水質分析結果の

再検討などを行う余裕をもちえた結果，いくらか新たな

知識を加ええたので，こ＼にそれらをとりまとめて記載

することとした。したがつて一部は重複するととにもな

つたが，地質調査所月報第8巻第10号，東京都江東お

よび都北工業用水源地域調査報告と併わせて御覧願いた

い。

2．調査規模
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　　第1図調査範囲図
太線区画内＝江戸川下流地域工業用水源実測範囲

條線区画内3東京都江東・都北地区を含む水質分

　　　析結果総合解析範囲

調査期間　昭和32年6月16日～同30日

調査範囲　東京都江戸川・葛飾両区および市川市と，

埼玉県，東京都足立・北・板橋3区のそれぞれ一部。

　（第1図参胤なお関係地形図は5万分め1，東京東

北部，および同東南部）

調査対象　工場40

井戸・表流そのほか実測した水露頭約180ヵ所

水試料分析44カ所

　（第5表No。95～No。129および第4表中の9カ所）

水試料分析結果の総合解析

　（水質分析表第4表～第5表の全部）

調査・分析作業の担当

’野外調査および工場巡検は蔵田延男・森和雄が主とし

て行い，池田喜代治は分析水試料の採取，現場分析に

九ずきわつた。その後池田は室内分析を行うととも

に，江東・都北地区の水質分析結果の再検討を進め，

蔵田とともに総合解析にあたつた。なお水試料の一部，，

は安藤武が分析した。
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3．荒川・江戸川中問地帯の水環境

　（この地域における調査規模は，対象工場27，井戸な

　どの調査測点約140カ所，水質分析35ーヵ所である。）

　3．1水の分布

　調査地域はいわゆる古利根川の三角洲とその脊後地の

一部を占め，東に江戸川，西に荒川放水路をようし，こ

の間にあつて東から大場川・古利根川→中川・葛西用

水・綾瀬川などの表流が関東平野内陸部から流れ出して

きでいる。概して地下水位は浅く，調査地域内随所に低

湿地が存在している。しかしこれらの表流は江戸川を除

けば，ほとんど排水河川かあるいはそれに近い性質を呈

しており，・伏流あるいは河岸地下水として利用の対象に

なるような部分はきわめて乏しい。従来知られている限

りでは，地下における洪積層の厚さは著しく厚く，300

m級の深井戸がなお洪積層中の地下水を揚水している。

地下深部における帯水層の発達は，地域の大部分につ

いて非常によい條件にあるように考えられる。湧出量も

大きく，揚水量に対する水頭降下の割合は，深度150m

前後まではそれほど小さくないが，150m以深では都北

地区に優るとも劣らぬくらい小さくなる．

　一般に地下水理は複雑なように思われるが，工場井戸

など適当な測点が偏在しているので，全域について正確

な関係は求めにくい。少なくも荒川放水路寄りの一帯に

は，荒川放水路の右岸江東地区におもに分布する地下水

に関係の深い地下水が認められる。しかし荒川放水路左

岸の，特に古利根川一中川沿いの一帯から東側にかけて

は，利根川水系～古利根川あるいは常総台地の方から供

給きれていると考えられる，別の地下水がひろがつてい

るように観取きれる．

　このうち利根川水系一古利根川に関係すると思われる

地下水は，調査地域の北半部にあつて，以前から掘抜井

戸として家庭用に供きれていたが，　十数年来自噴の停

止，湧出量の減少，水質の悪化に悩まきれている。これ

らが直ちに下流側一調査地域南部一一帯の開発が進んだ

ことに原因しているとは速断できないが，少なくもこの

あたりの地下水は，水質的にも水理的にも，荒川水系の

地下水とは相違しているようである。なお深部に非常に

良質の地下水があることもこの部分の特徴である。

　江戸川左岸，．市川市側には比較的浅く豊富な被圧面地

下水が分布している。これらの供給源についてはまだ明

らかに示せないが，常総台地から供給きれる地下水がそ

の一部には含まれているように推定きれる。

　3．2水利用
　調査地域内における河川，水路の大部分は上流側から

の各種排水の混入のため，かなりに汚染を受けており，

将来も汚染度の高まる可能性が大きい。江戸川のみが辛

うじてその例外であり，東京都金町浄水場取水源（550，

000m3／日），本州製紙K・K・江戸川工場（23，000m3／日），

三菱製紙K・K・中川工場（25，000m3／日）　（以上右岸，

東京都側），北越製紙K．k．市川工場　（10，000m3／日）

（左岸，千葉県側，ほかに千葉県営水道取水源が松戸市

にある）などがいずれもその表流に依存して水を得てい

る。このほか，中川にはその右岸に日本紙業K．K．亀

有工場（12，000m3／日）が表流を利用している，しかし

多数の化学乙染色・製鋼・傘属・食品・機械関係の工場

群は，上水道とともにおもに地下水を利用しており，井

戸数は調査対象工場25について1工場当り平均2，5本

となつており，きらに漸増の傾向にある。

第1表　江戸川・葛飾両区および市川市用水型
　　　工場の用水取得量

江戸川区

葛飾区

市川市

河水

71，665

10480
　，

上水
道水

766

115

地下水

44，800

20，850

（循理）

9，480

0

総量

126，711

31，445

　　　　　　　　　　　　　　（単位m3／日）
註）　実測工場数　東京都20．市川市7、このほかの工場用地下水利
　用量約ヱ0，000m3／日（推定〉．

　調査地域内の工業用水取得量は，第1表の通りである

が，地域内全体としての地下水利用量は一般家庭用の井

戸および一部残存している掘抜井戸の自噴などを合わせ

て，最盛期にはおそらく100，000m3／日に近づくものと．

推定きれる。

4．荒川放水路左岸地域調査成果

4．1　工業用水源の現況

東京都江戸川および葛飾両区に所在する，用水型工場

20ヵ所の実測調査結果は～第2表の通りで，地下水依存

度は水量で35％に止まるが，工場数では95％を占めて

いる。井戸収水深度の明確なものが少ないが，少なくも

45m以深120mまでに3層，きらに200mまでに3～4
層の帯水層があり，200m以深の井戸が数本存在する。

したがつて一般に江東地区より墾井深度が大きい・また

揚水ポンプとしてもボアホール7吋751Pあるいは8吋

1151Pというような強力なものが利用きれている点も注一

目に値する。、

　市川市所在の7工場についての実測結果は，第2表の

No、21以下に示されている。地下水依存度は水阜で70
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第2図　荒川および江戸川下流地域工業用水源調査要図

s

％弱であるが，工場数では100％を占めている。墾井深

度はお＞むね150mどまりであるが，全体≧して比較的

よい條件で地下水を使用している。

　4．2　帯水暦の分布

　収集きれた難井地層図は，井戸数の割合に必ずしも多

くはない。収集されたもののうち代表的なものを第3図

に示した。これによつてもわかるように，利用可能な帯

水部は砂層が多く，砂礫層は薄く，またその礫も一般に

細かいものが多い。，

　地層図を並べると深度80～120m附近を境界として，

それより上方には比較的厚い地層が，またそれより下方

には比較的薄い雌層が重な？ている。しかし仔細にみる

と特に上下の明瞭な区別は困難となる。一般に東京都側

では少なくも第三紀層中にはいると地下水が黄褐色に着

色しており，第三紀層上側の洪積層中にも部分的にこの

着色水が混入している。しかし三菱製紙K，K．中川工場

あるいは日本紙業K・K。亀有工場の深度300m級の深井

戸にあつてはゴその水質は清澄できわめて良質であると

ころからみると，その収水部は，洪積層の基底からなお

まだかなり上層位の帯水層中にあるものと推定きれる。

　また江戸川化学工業K。K．あるいは聯合紙器K．K．

の記録によると，それぞれの地層が井戸全長に対して占

める割・含は，粘土層約10％，砂層約20％，礫質部20～

30％で，残りが砂混り粘土～粘土混り砂の層となつてい

る。

　特に中川右岸一荒川放水路左岸の地帯では，その砂混』

り粘土～粘土混り砂の層が，40～50mの厚さにわたり，

かなり厚く連続し，深井戸群の最上位収水層を覆つてい

る関係になつている。これは多分軟弱な堆積層の一部分

に相当するものであり，経験的に知られている範囲で，

地盤沈下誘発の可能性の大きな地質條件とみられる。

　これに比較すると江戸川沿岸，、市川市地域などでは，

概してかための地層が地下浅部から発達している。

　4，3　井戸揚水量と水位降下との関係

　この調査地域内の深井戸は35m・以深330mまでの聞

の多数の帯水層から収水する多層収水井がほとんどであ

20一（410）
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るため，揚水量に対する水位降下め関係について，．正確　　前後の井戸では一般に2，000m3／日の揚水量に対し，・水

な数字を求めることは困難である。しかし一般に浅層部　　位降下6～7mで，100m前後よりいくらかすぐれてい

の収水井より深層部の収水井の方が揚水量に対する水位　　る。きらに200m以深の井戸は揚水量に対する水位降

降下の割合は小きく，したがつて深度200～300m級の　　下が小きくなつており，聯合紙器K。K．の240m井が

井戸は概して僅かな水位の降下で大きな揚水量を加えて　．6，700m3／日に対して8、5m，江戸川化学工業K・K・の

いる。　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　260m井が4，000m3／日に対して同』じく僅か数m，日本

一般に深度100m前後の井戸は，2，000m3／日の揚水量　　紙業K．K．の330m井が5，500m3／日に対して15mとな

に対し10m前後の永位降下を示している．しかし荒川　　つている。三菱製紙K．K．の325m井は大正5年の掘繋

放水路沿いでは1，800m3／日に対して4m，また江戸川　　であるが，当時4mの水位降下で2，000m3／日の揚水を

河畔では深度70～80mの井戸で4，000m3／日以上の揚水　　行いえており，現在静止水位において4mの低下を生じ

量に対して水位降下6m程度のものもある。深度150m　　13mとなつているが，なお調査地域内で最良（水比抵抗

　三　　江　　小　　ミ　浜　　石　　聯・　ミ　第　　日　　耳　　北　，宝

　K業京油業　・k化1・ル崎・K　亀．1拘脂・糠・裏学鍛 蔀畜
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第3図　荒川および江戸川下流地域工場用井戸繋井地層断面図
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地質調査所月報（第，9巻第6’号）

　　　　　第2表葛節・江戸川両区および市川市にお．け・る

番号一

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

！4

15

16

17

18

19

20

21

22

23

工 場 名

ミヨシ油脂K，K・

購郡・琴凍京第2

石毛染晒・工業有限・

日本紙業K，K．亀有

三共K。K．亀有

江戸川化学工業K，K．東京

三菱製紙K。K．中川
東洋インキ製造K，K，

有限会社　田　辺　染　晒

旭染色・工業有限

、特殊製紙　K，・K、

浜野繊維工業K．K，立石

．大同製鋼K．K．平井

東京製鋼K．K．舶堀
第一・製薬K．K．船堀

中央製線K・K・
ミヨシ化学K．K．江戸川畠

本州製紙K．K．江戸川

目本ロール1製造K・K
東京電力K．K．花畑変電所

市川毛織K．K．市川

北越製紙K．K．市川

宝酒造K．K．市川

所　 在『　地

葛飾区小菅町

〃上千葉

〃　本田四ツ木町

〃亀有町

〃亀有町

〃新宿町

〃新宿町

〃青戸町

〃青戸町．

〃本田梅田町

〃本田立石町

〃本田立石町

〃平井仲町』

江戸川区西船堀町

〃　南船堀町

〃　東船堀町

〃　東篠崎町

〃　東篠崎町

〃　西一之江町

足立区六町

市川市市川

〃　市川本行徳

〃市川

水源別取得量（m3／日）

総量

12，425

6，700

1，750

20，000

1，300

7，500

27，000

1ヲ200

　370

2，100

500

1，500

5，800

576

4，500

1ヲ440

470

川水

7，725

12，000

2，500、

25，000

1，440

23，18σ　23，000

　400　　　－
8，000　　　－

1，655　　　　　　480

12，600　　　　10，000

3，675　『　　一

上水
道水

400

70

100

16

180

75

25

地下水

4，700

6，700

1，350

8，060

1，300

，5，000

2，000

・1，130

　370

2，000

500

1，500．

1，800

　80
4，500

470

400

3，000

1，100

2，600・

3，650

（循環）

4，000

480

5，000

22イ412）



荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

工場水源の現況　（昭和32年6月現在）・

用　　途

c，wヲm，b

m，w，b

w，b

m，w，b

c，w，b

m，W，C

b

w，m，b

w，b，c

w，b

w，m，b

w，b

b，w，c

b，w，c

cヲb『

W，mヲC

c，b

m，WラC

C

C

c，b

c，b，w

m，w，b

C　1

井 戸 規 模

番号

1
2
3

1

1
2
1
2

1
2
3

1

2
1
1
2
1
2
1
2
3
1
2
1
2

1
1
1
2
3
4
5
6
7

1
2
休井

1
1
2

1

1
1
2

孔　径
　（吋）

10

霧
（話

、1

　‡2
　／14
／12

11：1

（捲

　14（・1

12至

8
8
6
8
8
8
4

16

14

12

6
12
14
14

8
6
6
6

　蓉

（11

12

10
10

14

12

12
14

深　度
　（m）

120
！20

120

240

130
275

260

330

210
210

170

260

135

320

166
152

114
114

170
117
117

150
120

109

210

100

108

120
180
156
83
44

142
75

184

90

151
147

151

91

115
115

井戸ストレーナーの位置（m）

61～71ヲ　106～112
61～67，　78～85，　91～97，　103～109
63～73，　88～100，　105～121

48～52，　89～97，　112～117，　121～126，

142～147，　182～196，　210～219

44～56，　128～134，　149～155，　161～166

54～63，　79～85，　108～113，　122～128，
164～169，　175～土80，　184～189，　192～205，

232～243，9246～252，　251～260

103～119，　135～140，　170～182，

193～199

61～76，1Q3～115
100～110，　132～150，　165～169
85～92，　103～110，　116～122，　145～156

117～126，　132～137
64～71
108～114，　：1129～134，　142～147，

152～156，　162～167

45～53，77。5～83194～104，
116～119，　128～135

揚水施設
種　類

BH
BH
BH
BH
AL
BH
BH
BH
BH
BH
BH

BH
BH
BH
BH
BH
BH’

BH
BH
BH
AL

BH
BH
BH
AL
BH
BH
BH
AL
AL
AL
AL

BH
BH

SB
BH
BH
BH
BH
BH
BH

吐出
口径（吋）

4
5
5

8

4
6
6
7

6
5
、　5

8

5
6
4
4
4
6
3
3

6
3

6

6
4
4
6
．6

4
3
3
3

4
4

4
4
4

6

6
4

馬　力
　（正P）

30
40
40

115

12
30

50

75

40
－
3
0

50

50

15

30

15
15

7．5

15

15
15
15

35
15

40

50

30

100

30
50
50
15
，15

15
15

20
10

25

30
20

50

20

25
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地質調査所月報（第9巻第6号）

番号，

24

25

26

27

工 場 名

市川製紙K。K．

日本毛織K，K．中山

中央冷蔵K．K，市川製氷

K．K，山崎製パン所

所　　在　　地

市川市鬼高

〃　鬼高

〃　市川

〃　市川

水源別取得量（m3／日）

総量

2，900

10，000

315

300

川　水 上水
道水

15

地下水

2）900

10，000

300

300

』（循環）

註1）
2）

3）

工場番号は工場および井戸分布図参照。

用途欄中　c：冷却用，w：洗糠用，m：原料用，b：汽罐用，ca：温湿度調整用の略

ポンプ種類中　BH＝ボアホール，AIL＝エヤーリフ1・，SB：水中モータ・一の略

8，000Ω一cm，たyし水温21．50C）の水を得ている。

　なお上述聯合紙器K．K．の240m井は中尾式B　H。8

吋115H｝という都内最犬規模の施設で揚水を行つてい

る。これらの井戸群を通じてみるに，揚水に伴なう排砂

は一般に多いが，江東地区にみられるほど顕著ではな

い。

　4，4圧力面の低下および地盤沈下

　調査地域内深井戸群にみられる圧力面の低下は一般に．

著しく，その数値は江東・都北地域に比較して優るとも

劣らないくらいである．周辺の地下水利用度がその割合

に低いことを考慮すると，江東・都北地域よりむしろ大

きいとみることができる。例えば三菱製紙K・K．では前

述のように大正5年以来4m程度に止まつているが，日

本紙業K・K・では昭和13年静止水位9m前後であつたの

が昭和28年手2～15mに・東洋イ財キ製造K・K・では21

年間に11m（青戸工場1号井），8年間に16m弱（同

じく2号井）低下しており，また聯合紙器K．K，では年

3m¢）割合で低下しているというg

　地域全体についての圧力面の等高線は，収水層の不同

測点の偏在などのため求め難いが，収集された資料に関

する限りでの運転時の水位が深いのは，日本紙業K，K．

およびライオン油脂K』K・の37～38m，ミヨシ油脂K、

K・および江戸川化学工業K．K．の34～35m，第一製薬

K・K．船堀工場の30～32mなどである。そしてこのほ

かは20～30の商にあるものが多い。

　こうした被圧面地下水の圧力面の低下に伴なつて生じ

てくると考えられるものに，地盤沈下の現象がある。現

在のところ余体としてまだ江東・都北地域ほど著しくは

ない。しかし葛飾区の中川右岸，亀有町（三共K．K．）

r青戸町（東洋インキ製造K，K．）一本田梅田町（旭染

’色工業有限会社）一本田立石町（浜野繊維工業K．K．）の

一帯には沈下現象が明らかに認められる。すなわち三共

K．K．の1・2号井にはともに206m以上の井戸側管の

抜け上がりがあり，また浜野繊維工業K．K．の1号井，

東洋インキ製造K・K・の2号井などのポンプ台枠コンク

リート面には著しい亀裂を生じている．前述の砂混り粘

土層～粘土混り砂層の厚い分布は，これらの井戸群の被

害によく現われている。

　したがつてこうした沈下がきらに促進，かつ拡大する

可能性は，この地域の地質條件からみれば充分に考えら

れるわけであり，場合によれば江東地区以上に災害を及

ぼすようになることも予想できるわけである．

　4．5　水質の地域的特徴

　調査地域内の工業用水の水質についての測定および分

析結果は，第5表にとりまとめた通りである．後に江東1

　・都北地域を含めて比鞍・検討する関係上・こ㌧．では詳

細にはふれない。

　しかし一般にはSlO2，HCO3『が多く，SO42員，Fe2＋は

少ないが，Cl一がある程度不規則な分布を示している1

、余体としてみると，深度手20m前後までは鉄バクテリヤ

などが検出され，またしばしば着色しているが，120～

150m前後の比較的有力な帯水層を突破して深部に至る

と水質は好転する傾向がある。

　これらの工場以外に実測した埼玉県側の染色工場群，

あるいは調査地域内全体にわたる非工業用井戸などの水

』温・水比抵抗値をとりまとめると，調査地域の北部（埼

玉県境附近）では70h深度で150C／2，700Ω学cm（以下

Ω一cmを省略），140m深度で16～170C／3，500～4，500，

中央部中川沿岸地帯で深度150mまでの井戸が17～

180c／2，000～3，000台，200mまでの井戸が19～20。c／

3，000～4，000台，300mまでの井戸が21～220q7，000ん

8，000，臨海部に近づいて深度70～80mまでの井戸が16
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荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

用　　途

c，b，W

c，b，w

ca

C，m

bその他

井 戸 規 模

番号

1
2
1
2
3
4
5
1
1

孔　径
（吋）

8
5
6
14
14
14
14

3
12

深　度
（m）

73
182

165
152
152
167

54

85P

井戸ストレーナーの位置　（m）

127～130，　155～158

68～86，　98～107，　127～133，　152ル158

揚　水　施　設

種　類

AL
AL
AL
BH
BH『
BH
BH
AL
SB

吐出
口径（吋）

6
7
5
6
7
3
5

馬　力
，（臣）

15
50

50

25『

20
20
50

5
25

、

，～170C／1，000前後，150mまでの井戸が19。C／2，500前

後となつている。いずれにせよ，深層部ほど水比抵抗が

高く，特に200m以深の部分では著しく高くなつている

という事実が指摘できる。

　4，6水比抵抗から推定される地下水理

　水比抵抗の測点約140を図上にプロットする乏，調査

面積の広い割合に適当な測点が少ないうえ，測定値その

ものが1，000Ω一cmから8，000Ω一cmまでの種々の値を

示すので，一見収拾がつかないようにみえる。しかし水

温・収水深度を考慮して配列すると，概略の傾向は推知

できる。その一部については前節に述べたが，次に地区

別にふれてみる。

　L　江戸川の右岸大場川流域では，通称40間層　（概

略70mの深度に位置する帯水層）がかつて自噴性掘抜

井戸として利用きれていた。しかしこれが十数年来自噴

を停止し，湧出量が減少し，現在ではほとんどがかろ・

うじて底噴井として家庭用に利用きれている。これら掘

抜井戸群の水比抵抗は，一般に不規則で3，500～6，500

Ωよcmの間にある。

　2，　埼玉県草加町東方から立野堀一帯にかけて所在す

る染色工場群では，40間層（水温150C台）が2，000Ω一

cm台，80間層（水温16～17。C）が3，000～4，『000Ω一cm

台で，80間層の方は南西方，東京都足立区にまで拡がっ

ている．1これと都北地区の7，000Ω一¢m台の部分との関

係は今後調査の必要がある。

　3、　埼至県鳩ケ谷町附近には通称18間層あるいは24

間層があり，いずれも7，000Ω一cm前後の地下水を蔵し

ている。　　　　！

　4，古利根川一中川沿岸の一帯では，浅い自由面地下

水は1，000Ω一cm前後の種々の値を示すが，深度150早

前後までの収水井で2，000Ω一cm台，250m前後までの

収水井で6，0001～7，000Ω一cm台ゐ水比抵抗が測定さ

れ，浅層部が低く，深層部が高い関係を明瞭に示してい

る。

　5，中川の下流，荒川放水路とゐ接触点附近東側では
一
深
度 100mまでの収水井で5，000Ω一cm台（水温17～18。

C），200～250mまでの収水井で6，000Ω一cm（水温20。

C）となつているが，こ、から海岸寄りでは深度100m

までの収水井で2，000Ω一cm　（水温16～17。C）以下と

なる。

　6・市川市側では深度50～150m間の収水井で5，000

～7，000Ω一cm（水温16～17。C）の水を得ているが，水

温！8～19Q　Cの水はこれよりむしろ低い水比抵抗を示し

ている。

　以上のような関係から，少なくも荒川放水路と江戸川

　とのほず中間，古利根川一中川沿いの深層部に水比抵抗

の高い地下水が分布し，これが葛飾区から江戸川区にか

けての一帯に相当量の地下水を供給していることが推定

できる。これについてはなお上流側の精査を必要とする

が，利根川水系に関係のある地下水の透水帯である可能

性がある。これに対し市川市の地下水は東方から偉給さ

れる系統のものが主になつているように推定されるげ

5．都北地区工場用水源補足調査

先に報告した都北地区工場用水調査の補足分として，

昭和32年6月，13工場の調査を行つた。その用水源の

状況は第3表に示した通りである。トーこれにより地’ド水

22，560m3／日が都北地区の利用量として先の報告分に遺

加きれる。一般に揚水量に対する水頭降下の割合は小さ

く，新河岸川沿いの低地部では，タービンの揚水限界を

上下しているくらいのところも散見し，深くてもその揚

水水頭はせいぜい15～20m程度にLヒまつている。しか
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地質調査所月報（第9巻第6号）

　　　　　　　　第3表　 板橋および北区補足調査対象

番号

1

2・

3

、4

5

6

7’

8

9

10

11

12

13

工 場 名

和光純薬K．K．東京

第一プラスチックスK．K．

　　　　　　板橋
高砂鉄工K．K．志村

日本金属K．K．板橋

大、亜鋼業K．K．

大鹿振興K．K．

有機合成工業K．K．
科研薬化工業K，K．板橋

理研化学K．K．
山の内製薬K．K．小豆沢

雪印乳業K．K。東京

キリンビールK，K．

国鉄東鉄管理局
田　端　機　関　車
尾　久　　　〃
尾　久　客　車　区

所　　在　　地

板橋区新河岸町

〃

〃志村西台町

〃

〃船渡町

〃・船渡町

〃志村蓮根』

〃長復2

一
〃
　
　
　
4 、豆沢田丁

’北区袋町

〃船堀町

〃田端新町

｝

水源別取得量（m3／日）

総　量

300

230

860

1，800

160

100

150

400

1，000

11800

10，000

3，GOO

1，000

1，800

上水道

20

地下水

300

230

860

1，800

160

60

150

400

1，000

，1，800

10，000

3，000

1，000

1，800

循環水

40

註1）工場番号は工場およ一ぴ井戸分布図参照

2）　用途欄中，c：冷却用，w：洗條用，b＝汽罐用，m：原料用の略
3）『ポンプ種類中，BH：ボアホ・一ル，SB：水中モーター，・PT：ピス・トンの略

，しなお水頭の低下は年々大きく．なつており，井戸側管の

抜け上がりかち推定きれる地盤沈下は，新河岸川沿いで

年間5～真06mに達しているところがある　（有機合成化

学工業K　K　2年間に15cm；科研薬化工業K．K。1

年聞に10cmなどの例が挙げられる）。

　水質分析結果は第4表中に一括して示してある。

　　　6・水試料分析結果の緯合的検討

地質調査所月報第8巻第10号に示した江東・都北地域

85の水試料分析後，K＋およびN＆＋の分析を行い，さら

にHCq『およびSO42一の分析結果ゐ一部に修正を要す

る点を発見したので，これらを補い，かつ地理的に各試

料を配列し直して，とりまとめたものが第4表である。

したがつて第4表および第5表によわ，荒1，日および江戸

川下流地域129カ所の全体の水分析結果が示きれている

ことになる。なおその採水点は第4図にプロツトきれて

いる。

　東京都江東区以下8区に分布するこれらの水試料分析

』結果に，まず化学的観点からの検討を加え，次いで地下

水理調査の一琿として総合的に取り扱つた結果，わよそ

次のような関係があることが指摘きれるに至つた。

　以下順を追つて記載するごとにしたい。

　水温について

　調査地域全般にわたつて，地下水の水温は16～20。C

を示すものが大部分を占める。第5図に示す通り，同一

収水深度あるいは近似した収水深度にあつてなお3。C　・
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荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

工場水源の現況（昭和32年6月現在）

主用途

c，b，w

c，b

C夕W

c，b

c，b

w，c，b

c，b

w，b，c

w，c，b

w，b

WヲC

m，w，b・

w，b

W

井 戸 規 模

番号

1
2
1

1
2

　1
（予備）

1
．2

1
2
1
2
1
2
1
2
3
1
2
3
4

孔径（吋）

8
8
8

6
（ll

ll

（1

・2

1．

8
　8

8
12
　8

12
12

12
14
14
14

10
12
12

深度（m）

47
50

134

60

60

60
60

30

59

25

75

84
90

153
105

120
220

212

67
199
！99

105

190
130
190

ストレーナーの位置　　（m）

37～44，　76～82，　120～127

45～49，　56～59　、

124～130，143～ユ47

77～86，　165～198

106～113，　165～190
126～152，　166や一！171，　175（レ198

45～46，　89～96，　112～125，　136～148
15～23，65～77，83～85，113～118

揚　水施設一
種類騨葦（吋）

BH
BH：

BH

SB’

SB

SB
BH
PT

PT

BH
BH
BH
BH
BH
BH
BH
SB
』
B H
BH
B
。

H：

BH
SB
SB
SB

BH
BH
BH

6．

5
4

5．3

8

5
4

2．5

2

3

6
3
3
6
4
4
6
8
8
8
5
5
5
5

5
5
5

馬　力
（IP）

15
15

16

6
20

25
10

7．5

3

10

7。5

7．5

10

30
7，5

25
45

30
85
85

（40）

35
35
40

40
40
40

前後の幅をもつてはいるが，一般には浅層部から深層部

に向かうにつれて漸次高くなつている。また内陸側から

臨海部に向かうに伴なつて，全体として高くなつてい

る。都北地区板橋区および北区の一部には，15。C台の

最も低い水温を示す部分がある。

　pHおよびRpHについて
　特に地理的な変化は認められない。一般的に浅層部に

比較して深層部の方がアルカリ性が強い．第6表に同一

工場内の深度の異なる深井戸群についてRpHを比較し

た結果を示した1，

　荒川～荒川放水路右岸（都心寄り）の地域（測点No。

　1～No，89．　第4表参照）
　　ヤ
　（1）Free　CO2，一般にRpHとpHの差の大きな

ものほど，Free　CO2が多い。また深度別には浅層部の

地下水中にその含有量が大きい。

　（2）Dis・02，全体として小さい値で，測点全体の約

30％が，1cc／1以下を示している。地理的，垂直的変化

は顕著にみいだきれない。

　（3）HCO3一，都北地区から江東地区にかけて，ほダ

測点番号順に増加する傾向がみられる。第6図によると

水質がcarbonate　hardnessすなわちCa2＋，Mg2＋の重

炭酸塩が溶存成分中の50％以上を占める化学的組成を示

す部分は，No．1～No．50の測点群の分布する板橋・北

および荒川3区の全体と，足立・墨田両区の一部とにか

けての範囲である。墨田区の大部分では重炭酸の増加と

ともにK＋，Na＋の増加が認められ，その化学的組成も

27一（417）



地質調査所肩報 （第9巻第6号）、

　　　第4表　東京都江東・都北地区

，No・

1
2

3

4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

試料採取　場所
井戸深度およびズトレーナー

　　　　　（m）

和光純薬工業K．K，東京工場2号井　　　　　　　　　　　　　　　　　55
第一プラスチックスK．K．板橋士場　　　　　　　　　　　　　　　　136

日本金属K。K，板橋工場1号井　　　　　　　　　　　　　　　　　91

臼本特殊鋼管K．K，本社工場1号井、　　　　　　　　　　　　　　　　　76
山彦内製薬K・K・蓮根工場古井戸

　　〃　　　　　，　深井戸
大日本インキ製造K．K．東京工場2号井

　　〃　　　　　　〃　’3号井
第一ガラスK．K。

理研化学K．K．1号井　　　　　　　　　　　　　　　　155
志村化工K．K．4号井　　　　　　　　　　　　　　　　182

　　〃　　　’2号井　　　　　　　　　　　　　　　　75．7

大日本セルロイドK。K，東京工場2号井　　　　　　　　　　　　　　　　182

　　　　　　　　　　　　　　　　91　　”　　　　　”　3号井
オリエンタル酵母工業K．K，東京工場
　　　　　　　　　　　　　　　　100
　　　　　　　　　　　　4号井
・凸版印刷K．K．板橋工場　3号井　　　　　　　　　　　　　　　　145
　　”　　　　　　　　1号井　　　　　　　　　　　　　　　　85
山之内製薬K・K・小豆沢工場暫井戸　　　　　　　　　　　　　　　　222
日本製紙K．1く．　1号井　　　　　　　　　　　　　　　　255

　　〃　　・　2号井　　　　　　　　　　　　　　　　182

　　〃　　　　7号井

日本篠K・K王子染料工場1財　　　　　　　　　　　　　　　　110

　　〃　　　　　　　　　2号井　　　　　　　　　　　　　　　　10与

　　〃　　．（第2工場）　　　1号井　　　　　　　　　　　　　　　　105
東京セロファン紙k．K，東京工場1号井　　　　　　　　　　　　　　　　200

　　”　　　　　　　　　　2号井　　　　　　　　　　　　　　　　91
日本フェルトK．K．王子工場’2号井

　　〃　　　　　　　　　　3号井

日本加工製紙K．K．

十條製証K．K．十條工場　1舟井

保土ケ谷化学工業K．K。東京工場1号井

　　ぞ　r‘〃2号井1

日産化学工業K　K・王子工場硫酸1号井

　　〃　　　　　　　電解井戸

第…工業製薬K．K。棘工場2刷二

51．5～54．5，　68ん74　　，

79戸γ86・52

28～39・5・61・0く一76・O

l26～132，　144～149

27．2～35．8，41．8～47，

62～72

39．4～84．8，　54～59．4，

67．5～70．5，　88～91。5

162～176，　190～213

195～220，　235～250

45～50，　65～75，

165～180

61．0～66．5，　72～74，

101～110

61～62，　66～67．5，

74～77・5・100～101・
103～105

i24～131，176僧188，

189～197

』186～194， 196～201，

150～173

24．2～33，P』36～38，

635～71，　98．5～105，

114～124

72～80，　98～110，
117～134，152～155，

168～17手

27～31，　44～51．5，
76～82，　81，2～87．5，

131～135

Tw
（。C）

15，3

16．6

16．3

16，0

16．0

15．4

16．6
16、．2

17．01

16．2

15．8

18．0

15。2

15．3

17．0

16．3

18．4

19．0

16，5

19．7・

16，9

16．4

1q。5
1◎．2

17．9

19．5

19．0

19，7

17．8

pH

　7．2

　7．9

7．6

7．5

7．4

8。0

7．3

．，7．4

7．4

7．9

7．9

7．3

7．8

7．2

7．0

8．0

7．0

7．9

7．9

7．6

8，3

7．5

7．6

7・6、

8．1

7，7

8．3

8．2

8．2

8．2

8．1

7．8

ケ．9

6．9

7．8

RpH

7．4

7，9

7．7

7，7

7．5

8．0

7．5

7．6

7．6

7．9

7．9

7．5

8．0

7．4

7，5

8，0

7．6

7．9

7。9

7．7

8．3

7．8

7．8

7．8

8．1・

．7．8

8．3

8。2

8．2

8．2

8．1

7。9

7，9

7．3

7．8

d玉s，02

（cc／1）

free

CO2
（ppm）

2．65　　2．1

　－　　0．5

　－　　0，5

0．82　　0．5

5．57　　1。0

　－　　0，0

6．54　　0。8

2・23　0・8．

3・77　L3
　－　　0！5

　一　　α0

3。＄1　1．3

0．53　　0．0

5．52　　　．1．0

3．28　　2．9

3．02　　0，0

5．12　　2．8

　－　　O．5

0、73　　0．0

3．20　　0．5

’0，90　　　－0．0

0．51　　1，0

0，45　　1．3

0．39　　1．7

0。67・　　　0．0

0，61　　0．5

0、83　　0．0

0，25　　0．0

0．14　　0．0

0．50　　0，0

LOO　、0。0

1，74　　0．5

3・16　ρ・0

0．571・　11．9

1。01　　0．0

一28｝（41吊）



　　　　　荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告

工業用深井戸水質一覧表

，（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

HCO3一
（ppm）

79，9

75．0

91．5

98，5

67．1

91．5

73．2

76．3

84．2

99．4

82．3

59．5

91．5

59．5

62．6

84，0

94．6

75．0
’84．0

77．8

81．1

100．6

112．7

129．5

84．0

♀6・1

85．5

84，0

87．0

85．5
96．7，

108．4

85．4

121．0

85．5

C1噌‘

（ppm）

24．9

4．3

7．1

7．7

13．1

4．3

9．2

8．2

12．8

2．6

4，0

17．8

3．3

29．5

40．2

7．2

39．7

1．7

1．6

7．2

1．8

6．3

6．6

6。1

1．7

8．5

2．1

1．7

3．3

2．2

1．7

6．6

2．4

22。6

1．7

NO2口
（ppm）

tr，

0．00

tr、

tr．

0．00

0，00

0．00

0．01

0，00

0．00

0．00

0．01

0．02

0．01

0，24

Q．q2

0．00

0．00

0．07

tr．

0．00

0．18

O．13

0．00

0．03

0．40

0．13

0．07

0．10

0．03

tr。

　tr．

0．01

0．20

0・！9．

SO42喝

（ppm）

0．

0．

0．

3，

1．

1，

1．

1．

1．

0．

2，

3，

5，

4．

18，

3．

8．

3．

3。

3，

4．

0．

1．

1．

3。

15．

1．’

3．

10．

4．

1．

，10．

8．

102．8

　3．

NH4＋
（ppm）

0，0『

0．1

0．2

0．0

0．2

0，6

0．3

0．3

0．2’

0．3

tr．

tr．

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

1．5

tr．

0．1

0．4

tr，

0．0

0．2”

0．3

0，0

0．2

0．0

0．2

0．3

0．5

0．5

0．3

0．3

0．1

Na＋

（ppm）

14．2

8．4

17．7

17．0

・6．9

7，8

7．9

10‘2

9．9

11．8

8．8

8．6

8．4

8．8

10．4

9．9

10。2

8．4

8。1

9．1

7．2

11，3

12．2

17．0

8．9

11．0

9．4

9．2

8．6

8．7

11，9

11，0

9，5

22，4

9．1

K＋

（ppm）

3．8

2．5

3．4

4．3

2．6

3．1

2，1

2．3

3．0

4．1

2．7

2．9

2．6

2．6

3．5

3．3

2．3

2，2

2．5

2．8

2．2

3，0

3，8

3．6

2．5

3。5

2．4

2．5

4，6

2．5

2。5

3．5

3．1

3．1

2．9

Fe2＋
（ppm）

0．00

0．00

0．00

0．00噂

0．02

0．00

0．00

tr．

0・Q8

0．00

0．04

0．OO

tr．

0．00

0．00

0．00

0．00

0。04

0．00

0．00

0．00

0．02

0．08

0．29

tr．

0．11

0．00

0．02

tr．

　tr．

0．00

0．05

0．00

2，24

0．00一

Fe3＋
（ppm）

O．01

0。10

0。03

0，05

0．04

0．05

0。05

0，01

0．08

Q．06

0．09

0．04

10．04

0．02

0．02

0．03

0。02

0．02

0．01

0．03

0．・05

0．02

O．12

0．04

0．05・

0．05

tr．

0．10

0．04

0．01

0．01

0．05

0．05

O．00

tr．

Ca2＋
（ppm）

17．9

13．5

10．9

10．0

13．2

16。8

13．8

14，8

17．8、

16．3

15．4

16．5

20．2

24．6

34，2

17．7

35．7

15．8

17．2

15．2’

16．7

16．4

18．2

21．6

16．4

20．5

16．0

16．4

20．0

15．8

15．7

23．0

16．8

47．0

16，2

．Mg2＋

（ppm）

7．0

2．9

4．5

4．0

4．9

・2．9

5．1

4．6

5．3

3．0

3．0

5．3

2．8

7．7

11．5

2．4

13．4

2．1

2．0

4．2

3．0

4．3

　ヤ

5．8

7．6

1．9

3．7

2．8

2．7

2．9

2．9

2．9

4．3

2．7

17．6

2．1

全硬度
（。dH）

4．13

2．57

2，58

2．32

2．97

3．02

3。12

3．14

3．71

2。99

2．84

3．51

3。46

5．20

7．46

3．01

8．06

2．69

2．87

3．08

3，28

3．89』

4．78

2．72

3．71

2．88

2．92

3．43

2曾98

2．87

4．22

2．98

9，71

2．76

total

Sio2
（ppm）

9，6

20．8

15，2

24．8

34．8

27．6

26．8

31．2

35．2

37．2

26．8

36．8

26．8

42．4

36，8

36．0

38．0

30．4

32．4

23．6

30．8

33．6

25，6

39。6

45．6

37．6

3！．2

30．4

30．4

24．4

31．6

42．0

41．6

42．0

30．8

KMnO4
　の　　　

（mg／Z）’

2．1

11．8

9．9

3．2

3．4

3．9

7．2

1．4

3．3

13．5

0．6

2．5

9．2

1．9

5．1

5・1

2．2

33．4

3．5

12。0

2．4

1．9

2．5

1．9

2．8

2．8

7．6

4．6

3．8

1．6

3．2

7．6

8．5

6。6

4，1

P
（ppm）

0，08

0．06

0，15

0．15

0．07

0．07

0．07

0．10

0．08

0．09

0．08

0．05

0．06

0．06

0．06

0．10

0．05

0．06

0．10

0．06

0．00

0．09

0．09

0。09

0．06

0．15

0．07

0，06

0．06

0．05

0．05

0．08

0．08

0．03

0．08

ρ”

（Ω一cm）

6，000

9，800

8，000

7，6001

9，700

9，800

4，500

8，500

5，900

5，・4PO

3，900

8，500

4，700

9，900

8，800

9，500

6，600

8，200

9，000

8，700

6，700．

8，600

3ン200

8，900

29一（419）



No．

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

－
4
8

49

50

51

52

53

54

、55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

地質調査所月報（第9巻・第6号）

試　料　採　取　場　所

日本油脂K・K王子工場・噺

　　〃　．　　　’　　　2号井

印刷庁王子工場　3号井

宝酒造K・K・王子工場　1号井

　　“　　　　　　　　3号井

田端機関区　井戸　．

旭電化工業K．K．　1号井

　　〃　　　　　　。2号井

　　〃　．　　　　3号井

　　“　　　　　　4号井

東京電力K．K．隅田火発　1号井

東京火力発電所　千住

日本皮革K．K．　2号井

　　〃　　　　　5号井

高崎製紙千住工場11号井・

　　〃　　　　　　浅井戸

日新工業K．K．本社工場分工場

鐘淵紡榔K南稚蜴3耕

　　4　　　　　　　　　　1号井

大日本紡績K・王⊆東京工場　1号井

　　”，’　　　　　　　　3号井

鐘淵紡績K。K，東京工場　5号井

　　〃　　　　　　　　・2号井．

東京ギスK・K・千住工場　3号井

明治製菓K．K，

ラ材ン油脂KK平井干場3号井
　　〃　　　　　　　　　　　　1号井

花王石鹸k。K鯨工場・群

　　〃　　　　　　　　　3号井

東洋紡績K．K』向島染色工場5号井

　　〃　　　　　　　　　　　　4号井

第一製薬K．K．柳島工場　12”井戸

　　“　　　　聾、　．　　8”井戸

K．K。青木染工工場　1号井

井戸深度おタびストレーナ「

　　　　　　（m）

　、180

　72．5

　197

　182

　105

　193

　　85P

　152

　212
　303
．146．3

　151

　193

　　97

　105

　107、

　151

　、146

　151

　126

　115

　　95

　164、

　　91

　119

182

156

127

139

158

．110

108～130，　171～175

22、7～29，1，404）45．5，

67・5～72・1、

108～102，　117～123，

134～146，151ツ156，
162～174

61～66，　77～83，

101～106

45～46，　89～96，

112～126，　136～147，

178～185

27～47．1，　61～63，
75．9～85．0

81．2～124，　139～145

193～208
190～215280る288

3牝5～61，82～8宅

110～121，　161ん168』

190～193

41．8～46，5，

一57～60．5，　83～92

65～68，37～90

75～83，　110～114，

125～130，　146～148

74～78，　108～110
120～136

43～48．4，56．7～61．8，

73～85，　100～107

38．1～44，　72～76，

91～97，　100～106

94～103・1＄1～13与・．

152～158

56～63，　79～84

64～70，　81～87，

97～104ヲ　109～123

76～82，　102～114

・77～83，　103～112，

14Gん151

91～98

Tw
llc）
pH

19．0

17．0

，18．2

18．7

17，0

’
1
8
．
6

16．6

17。9

20．1

20．1

19．0

18．6

18．0

17．3

17．2

18．8

17．6

18．3

17，9

18，7

17．4

19。5

18。7

20．3

18．5

20．5

18．3

20．3

19．与

19．5

．19・7’

18．8

8．1

7．2

8．1

8．0

7，8

8．0

7．8

8．0

8．3

8．4

8．1

7．7

7．6

7．7

7．8

6．2

7．6

7．9

8，0

8．0

7，9

7．4

7．8

7．9

7．9

7．7

7．7
－
7
．
3

8．0

8．0

7．9

7．8

7．8

7．6

RpH
dis．02

（cc！1）

8．1

7．8

8．1

8』0

7．8

8．O

P
7
．
8

8．0

8．3

8．4

8．1

7．8

7．8

7．8

7．9

6．6

7．7

7．9

8．0

8，0

7．9

7．8

7．8

7．9

．7。9

7・9

7．8

7．5

8．0

8，0

8．0』

7．8

7．8

7㌦8

』
0
．
1 9

0，49

3．36

0，95

0．66

0，73

0．69

0．72

0．21

0，77

2．50

1』3◎

0．66

0．66

2．96

1．53

5．37

2．36

ユ．14

0．43

0，35

1．29

0，83

0．26

4．33

0．29

0．58

2．08

0．58

　1．94

　1．66

　3．59

free

CO2
（ppm）

30一（420）

．0』0

　4．5

9・0

　0．0

　0．0

　0．0

　0．0

　0．0

、0．0

　0，0

　0．0

　0．5

　0．8

　1．8

　0．0

164。0

　1．3

　0．0

　0．、0

　0，0

　0．0

　5．4

　0．5

　0．0

　、0．0

　2．7

　－0．5

13．0

　0．0

　0。0

　0．0

　0．0

　0．0

　、4・4



荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

HCO3『
（ppm）

87．O

167．5

90．0

91．6

118．8

91．5

233．5

102，0・

108．0

122．0－

87．0

104．3

140，3

136．6

206．2

173．2

166．5

123．8

107．4

135．4

158．0

241．0

136，3

113．5

136．6

225．7

127．5。

275．1

146．4

138．5

183。6

106．8

109．2

265。4

C1『

（ppm）・

3．O

1，7

2，4

2．9

7．7

1．4

18．8

5，4

1．8

2．6

1．9

2。3

17．7

18。8

一20．0

39．7

21．3

12．1

2．3

16．7

13．2

36，9

4．3

5．0

7．1

154．8

　8．2

144，8

32．7

14．9

51．1

2．5

29．1

318．1

NO2願
（ppm）

tr．

tr．

0，25

0．04

一
〇
．
2
0

0，00

0．02

0．05

0．00

0．13

0．0σ

1．00

tr．

0．02

0．05

0．00

多量

0．12

0．09

1．20

0，07

tr．

0．30、

0．85

0．08

0．01

0．39

0．00

tr．

0．00

多量

0．00

多量

0．00

SO42q

（ppm）

5．

27．8

3，

3．

8．

0，

48．O

12。

2，

2．

3．

0．

0．

0．

　2．

496．3

　0．

0．

0．

0．

0．

0．

0．

0．

5．

0．

0，

tr．

O．

0．

1．一

〇．

1．

NH4＋
（ppm）

0．0

0．5

0．1

0．1

0，2

0．2

0．0

0．2

0．3

0，0

0．8

0．0

0．0

0．1

O．1

1．1

0．9

0．5

0．6

0．2

0．8

0．2

1．7

O．5

0．1

Na＋

（ppm）

10．4

20．6

9．5

10．0

11．9

15．8

118．4

0．7

2．0』

tr．

0．7

1．5

0．7

0．7

0．0

0．0

0．4

14．0

15．9

26．0

11．3

12．8

25．0

24．8

40．0

71，2

43．1

30．0

17．2

32．0

30．0

59．6

23．5

20．O

28．0

94．1

28，0

149，4

41．8

39．4

44．4

23．2

31，6

162．6

K＋

（ppm）

，2．6

3．8

2．4

2．9

3，8

2．6

4，3

3，2

2．8

3．3

2．7

2．6

4．5

4．4

7．3

20．0

6．9

6．6

3．8

9．6

7．3

9．0

4．7

3。0

5．8

20．0

6．5

14．3

8．7

6。7

8。6

5．3

6．1

21．9

Fe2＋
（ppm）

0，09

0．03

tr．

tr。

0，00

0．01

tr，

tr．

0．00

0．01
0．Oσ

tr．

一
t
r．

0．12

0．08

Fe3＋
（ppm）

0．15

0．03

0．01

0．05

tr。

0，01

0．03

0．03

0．02

0．00

0，02

0．03

0．18

0．17

0．03

30．16

0．02

0。00

0．00

0．00

0．00

0．16

0．00

0．00・

0．00

0．00

0．00

1。63

0．00

0，03

0．00

0．00

tr。

0，09

Q、24

0．03

0。04

0．01

0．05

0．04

0，02

0．02

tr．

0．08

tr．

0．30

0．05

0．03

0．08

0．02

0．04

0．09

Ca2＋
（ppm）

16．4

31．0

16．8

16．7

26．0

12．9

2．4

21，2

16．5

13，2

15．5

14．6

19．0

19．2

22．7

123．9

10．4

13．0

11．5

10．6

14．7

24．4

11，9

13．9

10．8

50，6，

10．6

20．5

8．0

11。1

26．1

5，8

15，．0

43．9

Mg2＋
（ppm）

3．1

15．1

2．7

2．8

4．4

2．7

1。2

3．5

2．9

2．2

2．6

2．5

5．5

5．7

8．5

26．3

5．3

5．4

2。7

7．3

6．2

9．1

3．1

2．7

3．6

15．2

3。4

12，6

5．9

4．1

8．0

3．9

4．8

45．3

全硬度
（。dR）

3．00

7．85

2．97

2，99

4．65

2．43

0．61

3。76

2．99

2，36

2．62

2．63

3，92

4．00

5．14

23．41

2．67

3．08

2．23

3，17

3．49

5，51

2，39

2．57

2．35

10．59

2』26

5．66

2．38

2．49

5．51，

1．59

3．11

16．48

total

Sio2
（ppm）

60．8

52．8

34．4

30．8

25．2

32，4

45．6

44．4

31．6

39．2

52．0

40．4

55，6

55．6

40．0

43．2

44．4

55．6

65．6

59．2

56．4

50．0

62．4

58．0

74．0

50．0

60．4

56。8

58．4

62．8

58．8

59．6

64．0

KMnO4
cons．
（mg／l）

1。6

7．、6

4．7

12．6

3．0

7。1

11．1

2．5

5．1

12．0

5．4

4．5

8．2

9．5

14．0

15．9

11．6

4．7

2。6

3．9

12．0

5．6

410

8．4

7，5

9．2

11．7

7．4

4．4

8．4

13．8

1。8

10．1

7．5

P
（ppm）

0．08

0．13

O．08

0．06

『0．08

0．07

0，20

0．08

0．05

0．06

0．10

0．17

0．11

0。11

0。13

tr．

0．38

、0．18

0．21

0．14

0．「12

0．60

0．34

0，17

0．15

0．45

0．27

0．07

0．09

0．11

0，09

0．10

0．11

α04

　ρω

（Ω・cm）

3，400

9，500

8，400

8，600亀

2，700

6，400

、8，000

4，800

8，400

5，400

5，300

4，700

2，100

．5，400

5，400

8，600

4，700

5，000

2，800

6，800

8， 000

6，200

1，600

6，600

1，700

3，900

4，500

3，100

8，700

4，400

1，300

31一（421）
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NF。，

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

．81

82

83

84

85

86

87

88

89

試　料　採　取　場　所

朝日ビールK．K．業平分工場　旧井戸

朝日ビールK．K．吾妻橋工場　3号井

　　〃　　　　　　　　　　　　1号井

江東冷蔵K．K．井戸

日本化学工業K．K。亀戸工場　1号井

　　”　　　　　　　　　　　　4号井

日東化学土業K．K．中川工場　2号井

　　〃　　　　　　　　　　　　5号井

三菱鋼材K．K．本社製作所圧延井戸

日本化学工業K．K，小松川第二工場
　　　　　　　　　　　　　　新設井

　日産化学工業K．K．小松川工場

　日本化学工業K．K．小松川工場

　　　〃

　東京製鋼K・奪・砂町工場

　K，K清水井商店井戸

　隅田冷凍工業KK。井戸

　乳熊味噌福住醸造所井戸

　東都製鋼K．K．北工場

　　　〃　K．K．南工場

　藤倉電線K。K．本社工場井戸

註）一

井戸深度およびストレーナー

　　　　　　（m）

2号井
1号井『

4号井

100

30．3

121

　91

100

150

105

　93

　98

110

100

115

115

　70

45．5

　91

42．5

54．5

100

137

82～95

9．1～22．7

44．2～53，　54．5～61，

64・2～73・75～86．

57．5～63，5，

87，9～103

55，5～66．6チ　85～100

64～78，2，　90～95

35～41，　42．5～501
53～61，8，　75．8～79

40．8～41．O

Tw
（OC）

18．9

16．7

享6・7

16．7

17．8

17．6

19．5

17．7

18．5

18．4

18．0

17．5

18．5

18．5

18、7

17，5

17．9

17．7

18．8、

pH－IRpH

7．7

7．5

7．7

7．9

7．6

7，9

7．7

7．8

8．0

7．8

7，9

7．9

7．9

8．0

7．7

7．7

7．7

8‘3

8．5

7r5

dis．02

（CC／1）

0．47

1．51

2，87

2．49

0，32

n．d

O．71

1．47

0。14

3．92

5，61

4．11

1．96

1．76

1．16

2，32

freeCO2

（ppm）

採水およぴ分析，池田喜代治，昭和31年度の分析結果（月報掲載分）のうちHCO3一，SO42一の分析櫨を修正し，Na＋，K＋を追加

した。励に昭和32年度行つた補足調査の分をも加え，板橋区一〉北区→荒川区一〉足立区与墨田区→江東区の頒に配列（第4図参照〉。

10．4

45．0

11。8

3．2

6．7

0．b

1．0

7．8

0，0

3．7

3．3

1．0

0．0

6．4

15．8

12．3

9．8

0．0

0．0

11．9

第5表　荒川一荒川放水路左岸，および江戸川

No．

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

試　料　採　取　場　所

日清紡績K．K．西新井化成・東井戸

　　〃　　　　　　　　　　南井戸

東京都水道局栗原町ポンプ場　井戸

　　〃　　梅田ポンプ場　井戸

　　〃　　本木　　〃

花畑変電所井戸一

江戸川化学工業卑京工場　i号井

　　”　　　　　　　　，2号井

三共K．K．亀有工場　2号井

　　”，　　　　　　3号井

井戸深度およびストレ冨ナー　Tw
　　　　　　（m）　　　　　　　　（。C）

70

70

144

144、

151

271

！36

171

85～92，　96～105，

113～115，

93～107，　118～125

48～56，．66～75，

114～125

54，5～79』　109～126，

163～175，　185～197，

230～245

51．5～88，　109～124

444》57，　128～134，

149～155，　161～167

16．0

16．9

16．8

17．2

17。3

17．5

30・6

17，3

18，9

18．1

pH

7，4

7，8

7，4

7．8

7．6

8．1

．8、2

8．1

7。9

7．5

RpH

7．6

7．9

7．7

7．8

7．7

8．1

8．2

8，1

8。0

7．7

dis．02

（cc／z）

5，03
4．48

0．40

6．94

0．62

1．43

0．15

0．35

0．21

free

CO2
（PPm）

7・5

・0．0

1，7

0．0

、1．5

0．0

0．0

0，0

0，5

2．4

32一（422）



荒川おタび江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

HCO3『
（ppm）

189．7

356．9

152．5

305．0

287．3

228，8

130，5

414，8

305．0

213．5

328．8

314．2

195．2

369。1

317，2

344．7

337．3

455．1

582，6

461．8

Cl一

（ppm）

536．1

4224．5・

1310．0

312．4

116．4

119．3

102．2

1114．7

2843．6

184．6

134．9

287。0

374，9

1190．0

295．4

529．0

1057，9

1214，1

1803．4

859．！

NO2一
（ppm）

SO42『

（ppm）

多量　60．9

0．00　　420．6

多量　146，6

tr．　　5．0

0，00　　0．

多量　0．
tr．　　tr，

0．00　tr．

多量　18，0

0．00　　0．

0，00　　0．

多量　
0．

0，01　　0．

0．01　　0．

0．00　0．

O．OO－　0．

0．02　　5．

多量　
0。

多量　11．0

0．00　　0．

NH千＋

．（ppm）

tr．

3．3

0．1

1．7

2．7

0．1

1．0

3．0

3．9

0．3

1．7

2．7

2．5

1．7

－0．4

0．9

2，2

tr．

0．1

1。6

Na＋

（ppm）

143．4

2090．0

579．0

182．8

145，6

86，1

54．5

609，0

1655．0

154，8

144．0

204．0

155．6

637，0

210。0

300．0

605．0

711．0

1260．0

517．0

K＋　Fe2＋．

（ppm）　（ppm）

20。5

113，6

37．3

21．1

　9．3

15．4

　9．2

136．5

73．3

14．2

，15．8

21．0

23．6

36．3

20．8

35．6

45．2

49．0

65．7

41．4

1．00

7．16

1．08

0．00

1．16

0．03

0．05

3．00

0。00

0．20

0．03

0．03

0．00

0．00

1．75

0．78

0．3！

0．00

0，02

0．11

Fe3＋
（ppm）

FO．15

8，37

0．59

0，60

0．00

0．08

0．11

2．07

0。59

0．08

0．54

0。22

0．05

0，03

0．63

0．57

1．01

1．89

0．！3．

1．43

Ca2＋
（ppm）

！22．4

225．9

127．7

54，2

10．4－

40。9

33．0

103．7

69，2

23．21

26．6

44．6

73．5

116．2

36．2

50．8

53．6

91，3

19．2

68．2

Mg2＋
（ppm）

73．5

268．4

72．1

33．6

　5．6

！2．3

　9．2

54．6

99．8

10．9

10．9

20．！

28．4

61．5

27，9

49．1

60．7

66．0

48，6

50．2

全硬度
（OdH）

33．03

93．53

34，49

15．43

2．74

8．46

6．73

27」11

32．61

5．77

6．23

10，88

16．84

20．63

11．49

18．44’

21．52

28，00

14．01

21．13

total

Sio2
（ppm）

卜58。0

56．4

54，8

48．0

43．6

61．6

48。4

48．4

57．2

47．6

48。0

48，8

51，6

40．0

56，8

57．6

47．2

44．0

50，0

58．8

KMnO4
COnS．
（mg／z）

10．6

　9．1

［22，5

1α8

14。2

　9，9

14．2

16．1

31．6

10．5

16．5

19．0

7．0

29．4

8．5

13．3

14。5

32．4

39、3

21，2

P
（ppm）

0。00

0．03

tr．

0．07

1，64

0。13
0．36．

0．！8

tr．

0．81

1．16

0，92

0．07

0．20

0．23

0．10

0．18

0．01

0．45

0，10

　ρ”

（Ω・cm）

　920
『150

　370

1，150

1，700

1．750

2，400

　400

　320

．1，55α

1，500

1，150

1，050

1，500

　800

　540

　380

　380

　540

下流地帯の工業用深井戸，表流水水質一覧表

HCO3一
（ppm）

187．9

153．7

173．2

130．5

128．1

154，9

110，4

215．3

142，1

223．3

C1一

（ppm）

27．3

28．4

24，1

11，4

8．2

24，1

1．6

80．4

31．4

106．2

，N92一

（ppm）

多量

0．00

tr．

0．00

tr．

tr，

0．00

0．00

0．00

0．00

SO42働

（ppm）

0．0

．0．0

0．0

0．

0．

O．

0．

6．

0．

0．

’NH4＋

（ppm）

Na＋

（ppm）

0．2

0．3

0．4

0．21

0．2

0．2

0、、0

0．2

0．3

1．9

52．4

43．6

42．8

38．9

20．8

51．2

26．0

121．8

54．0

130，4

K＋

（ppm）

6．5

5，4

4。8

4．1

3．7

5．5

．3、1

5，6

4．9

9．2

Fe2＋
（ppm）

0．15

0．00

0，11

0．00

0。07

0．02

0．04

0．03

0．02

0，43

Fe3＋
（ppm）

0．48

0．！4

0．19

0．02

0．16

0．02

0．07

0．05

0．15

0，16

Ca2＋
（PPlm）

11。9

18．6

15．5

9。8

14．6

18．0

11．4

3．7

9．9

5，1

Mg2＋
（ppm）

3．0

4．5

5．0

2．8

3，7

3．0

1．8

2．5

2．9

5．9

全硬度
（OdH）

2．36

3，64

3．31

2．01

2．91

3，23

2，02

1．10

2．04

2．09

total

Sio2
（ppm）

48．0

52．4

34．4

，29．2

．44，4

31．6

54．4

30．0

40．8

44，4

KMnO4
cons．
（mg／Z）

5．4

5，2

1．7

6．3

2．1

9．1

2．0

31．4

7．5

26．6

P
（ppm）

0．39

0。27

0．39

0．28

0．15

0．22

0．08

0，36

0．44

0．51

　ρ卿

（Ω・cm）

3，500

4，100

6，100

7，100

8，200．

4，400

7，000

2，200

3，600

2，000

33一
・（423）



地質調査所月嬢 （第9巻第6号）

No．

100

iol

102

103

104

105

106

107

io8

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

試　料　採　取　場　所

　聯合紙器K．K・東京第二工場

　三菱製紙K．K．中川工場

　日本紙業K．K．亀有工場　2号井

　ミ白シ油脂K．K，第二工場　3号井

　　　〃　　　　　第一工場　、1号井

　有限会茸田辺染晒工場　2号井

　石毛染晒有限会社　12”　井戸

　　　〃　　　エアーリフト　井戸

　旭染色工業有限会社　2号井

　鬼怒川ゴムK．K，第二工場　2号井

　特殊製紙K．K．　井戸

　浜野センイ工業K．K．　1号井

　　　・“　　　，1F　　　　2号井

　鬼怒川ゴムK、K・第一工場．1号井

　ミヨシ化学K．K．P1号井
　東京製鋼K．K．船堀工場

　第一製薬K．K，船堀工場　2号井

　　　〃　　　エアーリフト　井戸

　新河岸川占

　十條製紙K．K．十條工場荒川表流

　東京ガスK．K，用水荒川表流

　古利根川潮止橋

　中川　中川大橋

　江戸川　葛飾橋

　市川製紙K．K．　1号井

　　　〃　　　　　2号井c

　北越製紙K．1く．市川工場

　日本毛織K．K．中山工場　3号井

　　　〃　　　　　　　　　5号井

市川毛織KK声1肛場

註1）
　　　（試料採取点第4図参照）。

井戸深度およびストレーナー

　　　　　　（m）．

320

333

121

118

114

230

109

116

　90

150「

109

211

　90

　99

212

60．6

73

182

90

150F

165

150

48～52，　89～97，

112～117，　121～126，
142～147，　182～196，

210～219

64～72，　88～100，

105～121

61～71，　106～111

67～96，　111～114，』

198～208

103～120，136～141．5ヲ

170～184，195～201，

11．8～127，　133～138

104～120，　136～142，

170～184，　195～201

45～53，　78～83，

93～104，116～119，

128～135

Tw
（QC）

19．9

21．5

22．3

18，4

17．8

17．9

20．5

17．2

18．8

17．6

15．9

16．7

18．8

18，0

18．3

18．5

19。0

16．5

9．4

24，0

19．9

23．2

16，2
』
1
9
．
0

16，7

18．0

17．0

pH

7．6

7．8

8，0

8，0

7．9

8．0

8．0

8．0

7．5

7．5

7．5

7．2

7．7

τ7

8．0

723

8．0

7．8

7，01

6．4

6．5

6，7

6，7

7．0

7．6

7．、7

歌7

7．8

7．8

7．5

RpH

7．8

7．9

8．0

8．0

8．0

8，0

8．0

8．0

7．9

7．9

7．9

7．6

7．9

8二〇

8．0

7．7

8．0’

8．0

7．2

7．0

7．0

7！0

6．9

7。2

dis．02

（cc／z）

0，84

0。71

1．39

3，92

0．71

1．01

4．25

1．03

0．28

嘱、1
（ppm）

採水分析No・90～No。123池田喜代治，No。94まで昭和31年度，それ以下32年度，No．124～No，129安藤武，昭和32年度，

0．8

0．0

0．0

0．0

0，0

0．0

0。0

0．0

1．8

2，0

3．1’

8。．8

2．0

0．5

0．0

3．8

0．0

0・q

1．8

7．1

12．0

4．3

3。7

1，8

5．

7．

5．

．3，

34一（424）



葛

荒川および江戸川下流工業用水源地域調査報告　（蔵田延男・森和雄・池田喜代治）

HCO3口
（ppm）

115．9

100．7

97．6

150。7

145．2

180．6

125。1

140．3

154．3

169．0

248。3

281．2

167．8

176．9

228．8E

160．4

166．5

472．8

50．3

50．4

65．9

30。5

27．5

25．6

174．

129．

170，

136．

193．

130．

C1閣

（ppm）

3．6

0．7

0．9

6．0

7．1

9．7

3．3

10．1

11，6

16．8

136．0

86．5

22．O

16．1

7。8

40．9

54．5

372．8

15．2

26．9

54．7

17．1

20．0

　8．0

　6．0

　6．0

　6．0

　6．0

　6．0

6．0

NO2一
（ppm）

0．09

0．00

多量

0．00

0．00

0．00

多量

0．00

多量

tr．

多量

多量

多量

0．00

0．00

0．00

tr．

多量

O．29

0．02

tr．

0．00

0．00

0．00

SO42一

（ppm）

0，

0．

1．

0．

0．

1．

0．

0．

1．

0，

2。

0．

0．

0．

0。

0．

O．

0．

23．9

41．6

53．0

54．5

56．1

25．5
0．

0．

0．

0．

O．

0．

NH4＋
（ppm）

0．4

0．3

0．4

1．3

0．9

1．1

0．0

0．4

0．7

0，1

1，7

3。6

0．6

0．0

1，6

tr．

1．4

0．9

0．9

1．0

1．5

tr．

0．6

0。0

0。2

tr．

0』6

0．4

1．4

tr．

Na＋

（ppm）

26．7

23．9

26．4

37，3

37．6

44．4

30．2

39．6

46．1

50．9

158．2

127．4

56．2

50．4

54．0

71．4

71．4

K＋

（ppm）

4．7

3．7

3．8

5．0

5．3

5．7

4．9

5．0

5．7

8．5

9．7

12．9

5，8

6，2

11．0

7．2

7．8

308，0　　18．2

20．9　2．3

22．3　2．8

36。2　3．9

12．9　　－3，5、

12．9　5．0

　7，1　2．0

Fe2＋
（ppm）

0．03

0．05

tr．

0．06

0．02

0，02

0．02

0．00

0．00

0．00

0．17

0．05

0．06

0．00

0．01

0．00

tr．

tr．

0，15
0．10・

0．21

0．02
0．、00

0．00

Fe3＋

（ppm）

0，11

0。01

0．Ol

0。03

0．04

0，03

0．Ol

t士．

0．05

0．06

0．28

0，27

0．03

0．07

0．03

0．05

0．03

0．78

0，50

0，22

0．68

0．15

0．20

0．11

total　Fe　tr．

Ca2＋
（ppm）

9．7

8，6

8．2

12．8

12．3

15．2

11．1

12．6

12，5

18，8

6．8

9．4

11．9

12、9

10．7

9．1

11．0

51．5

．11．1

20．4

22．4

21．0

22．0

12．3

　2．9

24．1’

14．2

27．9

　4。6

26．8』

Mg2＋
（ppm）

3．4

2．1

0．8

3．6

3．3

4．1

2．7

2．7

3．1

5．1

6，3

9．4

3．2

4．1

8．7

2．4

3．1

26．8

4．6

，6．2

6．4

5．5

5乙6F

3．9

2．3

5．8

5』5

5．7

1．7

5．8

全硬度
（OdH）

2．15

1．71

1．31

2．62

2．49

3．09

2，18

2．39

2．48

3，82

2。41，

3．52

2．41

2，76

3．53

1．84

2．26

13．48

2．62

4，28

4．60
4．22－

4．39

2．41

0．94

4．72

3。24

5．20
1．0’3

5．10

total

Sio2
（ppm）

58．4

74．8、

55．6

42。4

34，4

44．4

45．6

41．6

46．4

45．2

47．2

56．0

42．0

44．0

42．0

51．6

52。8

40』0

29．6

24，4

68．8

F24．4

24．0

19．6

31，

28．

34，

31．

28．

30．

KMnO4
cons．
（mg／1）

．4．6

7．6

9．1

26．9

20．5

11．5

9．2

24．7
9．4「

17．1

16。6

20．0

11．6

9．5

23．7

11．1

21．6

25．0

13。6

1．6

29，8

11．9

16．9

6。7

27．2

4．0

10．6

5，2

25．8

4．0

P
（ppm）

0．24

0．16

0，15

0．18

0．06

．0．22

0．14

0，18

0．22

0，18

0．45

0．33

0．32

0，22

0．16

0．16

0．12

0．36

0．03

0．05

0．30

0．03

0．04

0．01

0．84

0。25

0．37

0．20

0．80

0，12

　ρ”

（Ω一cm）

6，000

8，000

8，000

5，000

5，000

4，500

6，000

5，000

5，000

3，000

1，400

1，950

3，500

4，500

3，500

2，600

　900

3，400

5，000

9，000

6，000

4，700

4，600

7，400

4，200

5，600
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第4図　荒川および江戸川下流地域工業用水水質分析水試料採取点（第4・5表参照）

carbonate　alkaliに変化している。そしてこの南側臨海

部にあたる江東区一円では，重炭酸が増加するにもか＼

わらず，その化学的組成はnonqarbonate　alkaliの状態

になる。これはおそらくいわゆる東京寿ス田に由来する

天然ガスの附随水と思われる塩水のcontamina㌻ionに

原因して・溶存成分が著しく増加し・そのために重炭酸、

の含有量の占める割合が小さくなつている結果と推定さ

れる。

　いずれにしてもこの点は後に述べる荒川一荒川放水路

左岸地域とかなり相違した関係にある。

　（4）C1『，北部から中部にかけてのNo．1～No．47の

測点群では板橋区の山の手台地側にある深度80～100m

の井戸に30～40ppmの値を示すものが2，3点認めら

れるほかは．すべて10ppm以下に止まつている。しか

し墨田区南部から江東区北部嵐かけての地区では，C1一

は急激に増加し，墨田区では全体として数百～数千ppm

の値となる。こうしたCI一の増加はHCO3一の項で述べ

た塩水のcontaminationによるものと考えられる。

　また深度との関係では，一般に浅層部から深層部の方

がCl一の含有量が少ない。　その若干例を示したのが第

7表である。

　（5）SO42一，全般的に小きい値を示している。大半

が10ppm以下で，10’ppm以上のものは10数点あるにす
一
ぎ
な い。特に臨海部で200ppm以上のCl一含有量を示す・

井戸で，SO42『が全く検出されな“ものが10数点認めら

れる。したがつてSO4／Cl（当量比）』は一般に小きく，1

　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　／
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第5図　荒川および江戸川下流地域における地下水の深度と水
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第6表　同一工場内井戸群の，RpHの比較
メ00

　　　　1　　　　　11シ

　　　　　12
　　　　　P　一

浅層部

深層部

7．5

7．9

13，

14

7．4

8．0

25ヲ

26

7．8

8．1

39，40

36，37

7．8

8．0

42ヲ

45

7。8

8．4

63，

64

7．5

8．0

71，
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7．5
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乳

婁
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80 80
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第7表測点群¢との深度別平均Cl鴨含有量 20

3
勘
ρ

＼測点

深度向

＜100

101～150

150＜
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　No。47
の範囲

21．1（8）

7。0（10）

2．8（22）
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19．8（3）
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54。1（3）

23．3（3）

No169ん
　No．89
の範囲

1182．5（13）

444．5（8）

（）内は平均試料数，単位ppm

以上の比を示すものはNo．21およびNo。18の2点のみ

である。

　このようにSO42『の少ない原因1ま，帯水層の性質に

よるものと考えられるが，特に江東区のC1一の多い井戸
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第6図荒川・江戸川下流堆域における工業用深井戸の
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第7図　荒川および江戸川下流地域における地下水中のCa／MgとC1との関係

註1）　昭和26年度東京天然ガス調査報告によると，
　東京ガス田のガス附随水にはSO42哺およびNOジ
　がほとんどないことを特徴として挙げている。坑
　井／KR－6の分析例によると，深度716mでpH
　7．6，RpH7．8，C1冒14，250PPm，HCO3－851
　PPm，全硬度88．50dHであるのに対し，SO424は

　0．O　ppmとなつている．
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　測点香号
荒川および江戸川下流地域における地下水中のSio2の分布

乃　　　80　　85　　90

でなおSO42閣が少ないのは，井戸そのものにガス徴が認
　
．められること，あるいは500～600m以下の深部に賦存

する東京ガス田のガス附随水の水質註1）と類似した傾

向をもつている，ことなどから，いわゆるガス水の混入に

よるものと考えられうる。、

　一方SO42一の含有量の比較的多いNo．70＾》No，72な

ど，隅田川沿いの深井戸では，so4／Clがo．08～o。1の

間にあり，海水のそれに比較的近い関係にある。これは

おそらく隅田川の表流を通じての海水の呼び込みに関係

しているものであろう。

　（6）NH4＋・全般的に値が小さく，少数点以下のも
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第9図　荒川・江戸川下流地域における工業用深井戸の

　　水質分析結果解析Key　Diagramその2

のが多い。僅かに江東区に2ん3ppmの値を示すものが

ある。　　　　　　　　　1

、（7）硬度，C1一と同様の傾向を示し，内陸部から臨

海部の方に向かつて増加している．深度との関係は明ら

かでないが，Cl一の増加に伴なつてCa／Mg（当量比）が
ち

小きくなる傾向がある（第7図参照）。

　（8）Sio2，内陸部から臨海部に向かつて多くなる傾

向がある。最上流部にあたる測点No・1で9・6ppmの

最小値，No・60で74ppmの最大値を示す。臨海部では

・ほとんど40～60ppmの間に属している。こうした地理

的な変化は，もつばら地下水と帯水層との間に生じる接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膨触時間に関係しているものと考えられる（第8図参照）。

　（9）Fe2＋，江東区南部で比較的大きな値を示し，な

かには1ppm以上のものもある。しかしそれ以外では概

して少なく，0．1ppm以上の値を示すものは2，3測点に

認められるにすぎない。

　（10）KMnO4cons．，HCO3一，Chおよび全硬度など

と同様な傾向を示し，溶存成分の増加と相関している。

江東区において概して値が大きい。

　（11）　P，一般に0．1ppm以下のものが多いが，No．

79～No．81の測点で．o．8乍1．16PPmという異常に高い値

を示すものがある。

　荒川放水路左岸，江戸川右岸の地域および一部江戸川

　左岸地区（測点No・90～No．129，第5表参照）

　荒川放水路と江戸川とに挾まれた雌域は，荒川一荒川

放水路右岸地域に匹敵するほどの面積を有しているが，

既設井が少ないので，測点の分布密度ははるかに小き

く，しかも測点位置が地理的に偏在している。・

　分析結果は第9図に示きれているように，大部分が

carbonate　alkaliの区分に属しており，SiO2を始めと

して化学的性質が地区的に系統立つた変化を示きない。

　この事実は荒川一荒川放水路右岸地域で化学組成が

carbonate　hardness，　carbonate　alkali，　noncarbonate
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第10図　荒川・江戸川下流地域における工業用深井戸の水質

　　　分析結果解析Key　Diag撒mその3

alkaliと順次に変化しているのと違つて，かなり明瞭な

地域的特徴として挙げることができる。

　成分ごとに述べると，まずHCO3胃およびCl一の増減

がNa＋およびK＋の増減と相関しているが，全硬度と

他成分との相関はほとんど認められず，全硬度は大部分、

1．1～3．82。dHの間におさまつてしまう。またSO42『は

ほとんどの測点で検出きれない。したがつてSO42『の少

ない点は荒川放水路左右両岸地域の共通的特徴というこ

とができる。江戸川左岸市川市においてもSO42『につい

ては同様の事実が指摘できる。

　た買NOゴにっいては，測定困難なほど多量に含有き

れているか，あるいはまた全く検出きれないがのいずれ・

かであつて，別な意味で特徴のある結果が得られてい

る。

　水質についての総括

　以上荒川一荒川放水路右岸および荒川放水路左岸地域

（以下これを右岸地域，左岸地域と略称する）につい

て，水質分析結果の記載を行つてきたが，これらをとり

まとめると次のようになる。

　L、右岸地域測点No．1～No。89に至る範囲では，内

陸側から臨海部に向かつて，すなわち北西から南東に向

かつて，水質の悪化が認められる。水質悪化を裏書きす

30
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珊呼霞
ご偲閉κぐ・r

　　　　　ヰ

　　　　‘

砺，72　κ020　描o．23　漁4亭　晒，60～ 脆，淋 絢．63　　加．79　　〃9，87　　郵9，圏

第11図　江東・都北1；おける地下水の水質組成

　　　（単位epm）

呼

る水質の化学組成の変化は，Key　di＆gramによつて明

らカ＞なように，carbonate｝界rdnessカ〉らcarbonatealkali，

きらに塩化物の急激な増加のために，n6n¢arbonate

alkaliにまで推移している。この関係が第10図および

第11図に示してある。　　　．，

　2．　江東区における塩化物φ含有量が増加する事実

は，塩水のcontaminatioh、と考えられるが，この塩水は

ガス水に関係するものと，海水ゐ侵入によるものと，2

通りのものが推定できる。

　3。左岸地域ではSiqをはじめとして水質諸成分が

ある限られた範囲にかたまり，’地理的に系統立つた変化’

を示きない。そしてその化学組成はすべてcarbonate

alkaliの区分に属している。右岸地域同様SO42『の含有

量が少ないことが特徴である。

　4．左右両岸地域の化学組成の相違，’先述の水比抵抗

の調査結果などから，その境界は一線を区劃するような

明瞭なものでないが，左岸地塚の地下水と右岸地域の地

‘下水とでは，その供給経路においてまたその流動状態に

おいて少なくも相違したのであることが炉なり明白に指

摘できる。

　先回の報告に示したように右岸地域の地下水は荒川水

系の，多分荒川本流の表流に関連のある地下水であり，

これに対して左岸地域の地下水は利根川水系の，・多分綾

瀬川か古利根川に関係があるのでないかと考えられる地
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下水である。

　5・　このうち利根川水系の地下水の方は・水比抵挨な

どの調査結果から，、埼玉県草加町ないしは少しその西方

鳩ケ谷町寄り附近から南東方向に流動していることが概

略推定できる。この透水部では浅層部がすでに湧出量の

減退を生じ，本来の水質を損つているが，深層部に至る

ほど良質となつている。

7、地下水源保全の面からみた調査所見

　1，東京都江戸川・葛飾両区を中心とする荒川放水路

左岸から江戸川にかけての∵帯では，厚い沖・洪積層中

に地下水が分布している。これらの地下水のうち深度

120m前後までのものは湧出量も小き、く，水質も良好で

ないが，少なくも150m以深になると，湧水量の大きな

帯水層があり，水質もまた良好になづている。

　2。　これらの地下水は現在おもに工業用に利用きれて

おり，その揚水量は75，000m3ノ日前後である。　このほ

か一般の地下水利用を合わせると最盛期100，000m3／日

に達するものと推定きれる。そして工業用深井戸のなか

には4，000～6，000m3／日の揚水量を示し，過剰揚水状

態あるいはそれに近づいていると思われる地区もある。

　3．　一般に地盤沈下は現在のところ顕著ではない。し

かし被圧面地下水の圧力面の低下は，明らかに認めら

れ，葛飾区聯合紙器K・K・では年3mにも及んでいる。

工業地盤として江東・都北地域に比較してまだ開発度が

低いにもか＼わらず，圧力面低下の速度は大きい。した

蒼つて今後開発の急激な進展が起ることを予想し，用水

事情の急速な悪化を防ぐため充分な配慮を必要とする。．

　4，　水質の分析結果特に先に報告した江東・都北地

域の分析結果との比較検討によつて， 江東・都北地域の

地下水に対し，荒川放水路左岸力・ら江戸川にかけての一

帯の地下水は・供給経路の異なるものであることが推定ノ
’
で
き る。したがつてこ㌧の地下水の開発，保全には，江

東・都北地域のそれと自ら異なつ鵡別個の考えのらと

に進められて良いものと思われる。

　5。　井戸の揚水量を適正揚水量の限界内に止めるとと

もに，集団揚水に陥らないよう工場種類・工場敷地の調

整を行うことは，どこの地域にも必要なように，まずこ

こでも厳しく守られなければならない。きらに概略150

m前後までの地下水利用は，できる限りその利用を抑制・

した方がよい。幸いそれ以深の洪積層中の地下水が恵ま

れた條件にあるから，その開発により，なお相当量の

（多分現在の地下水利用量の2、～．3倍の）開発が期待で

きよう。

　6．　いずれにしても荒川放水路と江戸川との中間地帯

は，古利根川の三角洲であり，しかも沖・洪積層の軟弱

な堆積物が異常に厚く発達している事実を重視して，特

別な配慮のもとに，充分強力な水保全の原則を押し通し

、て行くことが望ましい。

　7．　江戸川左岸市川市は現在のとと．ろ特にめだつた悪

條件は認められないがぞ帯水層の湧出能は必ずしもそう

大きくないから，過大な揚水量は充分警戒する必要があ

る。

　8。利根川水系に関係があるζ推定される地下水につ

いては，次年度にかけて行う予定の埼玉県管内の調査の．

進行に伴ない，その上流側の流動経路あるいは供給源な

どが漸次解明されてくるものと思われる。供給規模もま

た関東平野全体としてのとりまとめを行う過程において

報告できるものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　（昭和32年6月調査）
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図版1 地盤の沈下を示す井戸側管の抜け上がり（板橋区蓮根町菓
化学工場90m～8吋の井戸，抜け上がりの長きは31cm〉
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図版2都北工業地帯
　　荒川堤から新河岸川を隔てて南方北区袋町一丁目一帯の工場群をのぞむ。

　　　（ほとんどが地下水を用いている）

図版3 地盤沈下に対処する井戸管理の1例，沈下により井戸側管が抜け上
がり，周辺のコンクリート床に亀裂などがはいるのを避けるため，

井戸側管と周辺のコンクリート床とも切り離し（間に砂利を入れて

いる），井戸側管の抜け上がりに応じて，ポンプ台のコンクリート

をつぎ足して行くようにしてある。32年6月以降150mmの相対沈

下量（抜け上がり高）も併わせてよみとれる（足立区東電花畑変電

所の深井戸）。




